


（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

                                   栗原市立若柳中学校 

 〇 私たちの取組 

  『いじめについて考える生徒朝会』 

 〇 取組の紹介 

  ①寸劇でＳＮＳでのいじめと，学校生活で起こりがちないじめの事例を分かりやすく紹介した。 

  ②その場面で自分だったらどのような行動をとるか班で話し合い,代表が発表した。 

  ③その後，生徒会役員が考えるいじめに関する考えについて発表した。 

  ④取組の振り返りアンケートを実施（その中で，１人１人がいじめ防止の案を考えた。） 

  成果 いじめについて，他人ごとではないという当事者意識を高めることができた。 

①            ②                         ③ 



（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

                                   栗原市立若柳中学校 

 〇 私たちの取組 

  「行きたくなる学校づくり」のための 

ハピネスキャンペーンの実施 

 〇 取組の紹介 

  ①１日を振り返り，「良かったこと」を見つけ，幸福度で 

示した。 ※幸福度は１％～１００％で表示 

  ②全校から寄せられた「良かったこと」を昼の校内放送で 

紹介した。 

  成果 前向きに物事をとらえ「良さ」を積極的に発信し， 

共有することで改めて友達の優しさに気付くことが 

できた。 

  ※アンケートに 

目を通す様子➝ 



（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

栗原市立栗駒中学校 

○ 私たちの取組 

「ヒーロー選手権」，「正義の味方運動」 

○ 取組の紹介 

栗駒中学校では，生徒が互いを認め合う関係作りに努め，「だれもが行き

たくなる学校」を目指して様々な取組を行っています。その一つが，１学

年の「ヒーロー選手権」，２，３学年の「正義の味方運動」です。 

仲間が行った良い行動を発見し，その内容を書いて掲示することにより，「仲間の良い行動」を積極的に探す

意識を持てるようになりました。例えば「移動教室の際，けがをしている○○さんの学習用具を△△さんが運ん

でいた。」や，「○○君が，口論しかけている２人の間に入って仲裁していた。」などの投稿があります。 

この活動を始めてから，積極的に人の良い行動を探す人が増えたのと同時に，良いことをして周囲のために

尽くそうとする人が多くなりました。 

廊下に掲示するとともに，学級通信や学年通信等で紹介することで，保護者の方や来校者の方々等，誰にで

も「ヒーロー選手権」と「正義の味方運動」の取組を確認してもらえるようになっています。 



（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

栗原市立栗駒中学校 

○ 私たちの取組 

あいさつ運動 

○ 取組の紹介 

生徒が互いを認め合う関係作りに努め，「だれもが行きたくなる学

校」を目指し，生徒会が主体となって毎朝あいさつ運動を行っていま

す。 

挨拶には，人と人とを繋ぐ力があると考えます。全校生徒のつながり

が強くなれば，お互いに相談したり助け合ったりして，いじめの起きない学校になると考えます。 

この活動により，今，学校では進んで挨拶する雰囲気が作られ，廊下ですれ違う際にもお互いに自然に挨拶

ができるようになりました。また，現在は「地域で実践できてこそ本物」との合い言葉のもと，「いつでも，ど

こでも，誰にでも」を合い言葉に，更にこの運動を広げようと頑張っています。 

 

 



栗原市立瀬峰中学校 

〇 私たちの取組 

・ＳＮＳの利用についてのプリント作成と配布 

〇 取組の紹介 

・私たちはＳＮＳでのトラブルがいじめにつながってしまうと考えたため，「ＳＮＳの使い方を見直そうキャン
ペーン」を企画しました。キャンペーン活動の第１弾として，ＳＮＳのメリットとデメリット，ＳＮＳを巡る
トラブルの事例を全校に紹介しました。私たち中学生の身の周りでも実
際にＳＮＳを巡るトラブルが発生していることを知ってもらう良い機
会となりました。 

・生徒会執行部の話合いでは，スマホの使用と睡眠時間が関係しているこ
と，ブルーライトが視力に影響を及ぼすことなどを知ることができまし
た。特に，就寝前のスマホの使用はブルーライトの効果によって，脳が
覚醒状態になってしまい，眠りにつきにくくなることは大きな驚きでし
た。一方で，災害時の安否確認，連絡手段や情報源として効果的な手段
であることも学ぶことができました。ＳＮＳによって避難所や救援物資
の情報を手に入れることで，災害から孤立してしまうことを防ぐことに
なると理解できました。 

・プリントの作成では，調べた情報をどのようにまとめ，どのような言葉
で伝えると良いのかを悩みながら作
成しました。資料やイラストを用い
て，一目で見て分かるようなプリント
を目指しました。パソコンを使っての
作成は初めてで難しいこともありま
したが，今後の生徒会活動に生かして
いきたいと思います。 







栗原市立栗原西中学校 

○私たちの取組 

  「いじめ防止宣言」の作成 

○取組の紹介 

生徒会総会で「いじめ防止宣言を作成すること」について協議し，今年度中の完成を目指し全校で作成

することとなりました。その後，学活や朝の帯活動を通して，「いじめとは何か，どこからがいじめか」

や「どうすれば誰もいじめをしない・いじめられない 

学校を目指せるのか」などについて何度も学級で話し 

合い，中央委員会で協議しました。ました。その結果， 

「いじめをしない」「いじめをさせない」「いじめのな 

い明るい学校づくり」という内容の３文でいじめ防止 

宣言文を作成することになりました。さらに，２月に 

臨時生徒総会を行い，３月までに全校生徒の意見を取 

り入れた宣言文をつくろうと頑張っています。 

 











（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

大崎市立古川東中学校 

 

○ 私たちの取り組み 

あいさつ運動 

  ～あいさつについて考えるきっかけをつくり，生徒間の交流の幅を広げることで，いじめを生まない～ 

 

○ 取組の紹介 

・部活毎に１週間交代で行う。 

・場所は，昇降口前。朝の登校時間７：５０～８：０５ 

・以前から行っていたが，場所や人数を変更する 

などの工夫をした。 

〈成果として〉 

・あいさつを返してくれる人が増え，交流の幅が広がった。 

・これからも継続して行い，全員が誰とでもあいさつの 

できる学校にしていきたい。 

 

 

 

（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

大崎市立古川東中学校 

 

○ 私たちの取組 

全校生徒の要望や相談に答える目安箱（ポスト君） 

～意見を反映することで，困っていることを把握し改善することでいじめを生まない～ 

 

○ 取組の紹介 

・設置場所：各階廊下。月２回，回収し中央委員会などに提案を行う。 

・誰でも気軽に利用できるように設置場所などを工夫した。 

・全校生徒の意見を反映することができる。 

〈成果として〉 

・意見を述べやすい環境にすることができた。 

・これからは，道徳の授業などで培った「いろいろな考えを 

取り入れる」ことも活用して，さらに思いやりの心を育て 

ていける学校にしていきたい。 

〈課題として〉 

・誰でも，いつでも，何でも書けるという利点がある。 

しかし中には，いたずら書きをする生徒がいる。いたずら 

書きをしないようにすることが今後の課題。 

 

 

 







（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

大崎市立松山中学校 

○ 私たちの取組 

あいさつ運動の実施 

 ○ 取組の紹介 

  ・各部活が週替わりに校舎前に立ち，登校してくる 

生徒に対しあいさつを行っている。 

 

・月曜日と金曜日には，生徒会執行部と有志の生徒 

も加わり，あいさつ運動に参加している。 

 

・前期には３年生の有志が多く参加していたが，後 

期になると１・２年生が増え，学校としてうまく 

引き継ぎが行われた。 

 

（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

大崎市立松山中学校 

○ 私たちの取組 

全校ディスカッション「より良い松山中学校にするために」 

 ○ 取組の紹介 

  ・「より良い松山中学校にするために」という題で，全校生徒でディスカッションを行った。 

  ・各クラスの生活班毎に現在の松山中学校の課題を出し合い，それを改善するためにどのような活動を 

行っていけば良いか話し合った。 

  ・各班の意見を基に，班長たちが話し合い，クラス 

の意見として課題と取り組みについて全校へ発表 

した。 

 

    〈 課題 〉    〈 取り組み 〉 

   あいさつが小さい ⇒ あいさつ運動の活性化 

   服装が乱れている ⇒ 生活安全委員会による 

              服装チェックの徹底 

   廊下を走る    ⇒ 友人同士で注意し合い， 

              それでも走った場合は 

              反省文を書かせる 

 















（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

色麻町立色麻中学校 

〇 私たちの取組 

  あいさつ運動（どこでもあいさつ運動，どこでもあけおめ運動） 

〇 取組の紹介 

私たちの学校では，毎週水曜日に生徒会を中心として，みんなで昇降口に立ち，あいさつ運動を

行っています。あいさつ運動により，水曜日の朝は学校全体のあいさつが活発になり，学校の雰囲

気が明るくなっています。一方で，学年により，あいさつ運動への参加率にかたよりがあったり，

あいさつ運動中に，あいさつをせず，話してしまう人がいたりなどの課題も見えてきました。 

そこで，その課題を解決する為，改善策を執行部で話し合いました。そして，教室の近くなら，

あいさつ運動への参加率が上がると考え，昇降口以外の場所でもあいさつ運動を行う「どこでもあ

いさつ運動」を始めました。さらに，３学期の始業式の日に 

は，新年ということもあり，「あけましておめでとうございま 

す」とあいさつを交わす「どこでもあけおめ運動」を実施し 

ました。 

今後は，あいさつ運動の日以外も活発なあいさつが交わさ 

れるよう，生徒会執行部で工夫をしながら，明るい雰囲気の 

学校にしていきたいです。 

 

 

（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

色麻町立色麻中学校 

〇 私たちの取組 

  意見箱の設置 

〇 取組の紹介 

校舎に意見箱を設置し,生徒１人１人の意見や疑問を集め,執行部や各委員会が答えます。意見

箱を設置したことで，学校生活で疑問に感じていることや，改善した方が良い点など，全校生徒の

声を直接聞くことができ，生徒会の各取組を行う上で参考となったり，みんなが行きたくなるよう

な学校にしていくための意見を聞いたりすること 

ができます。また，執行部や各委員会で，その意 

見や疑問に対する回答を考えるので，生徒自身で 

学校を良くしていく方法を考えることができます。 

課題としては，まだまだ周知が足りず，意見箱 

を活用してくれる人が少ないので，放送やポスタ 

ーなどを用いて意見箱の利用を呼びかけていく予 

定です。 

生徒全員が生活しやすい学校にしていけるよう 

 広く意見を求めていきたいと思います。 

 

 












